
 

 

 

  令和 6 年度事業報告 

 令和６年度の我が国経済は国民総生産（GDP）６０９兆円。建設投資は好調で政府と民間合わせ

て７３兆円超と予測されています。また労働者の賃金も大幅な上昇４.1％（厚労省）となりましたが、

実質賃金は消費者物価を下回り、０．２％減となりました。 

私共地域建設業を取り巻く環境は、人手不足が大きな課題になっており、建設業就業人口や新卒

就業者の減少、就業者の高齢化など建設業における労働力不足が一層懸念されています。また、

建設労働者の賃金については前年比７％の増となっていますが、原因は人材確保のための賃上

げと考えられています。 

令和６年４月から適用された「時間外上限規制」は労働環境を整え、若年層をはじめとする担い

手の確保、定着のためには必要不可欠であり、働き方改革、生産性の向上のため、週休２日制、

ICT施工、BIM・CIM、電子契約、情報共有システム（ASP）の導入も進められました。 

しかし、土日現場閉所などにより現実には仕事に支障が生じるケースが報告されています。 

昨年年始に能登半島では大規模地震が発生し、９月には集中豪雨を受けるなど大きな自然災

害を受けましたが、その後も全国各地で、土砂崩れや河川の氾濫等により多くの国民の生命・財産

に甚大な被害をもたらしました。今年に入り、２月３月には岩手県大船渡市や愛媛県今治市などで

山林火災も発生しました。 地球温暖化による豪雨・豪雪の増加、熱中症や感染症への懸念も深

刻さを増してきています。 

地域建設業は防災・減災、被害発生時には、最前線で復旧支援活動など、地域の安全・安心を

守る大きな社会的使命を担っています。その為、横浜市総合防災訓練や即時出動訓練等の防災

活動に従事するとともに、市内の中学１年生への防災啓発を目的とした「はまっ子防災プロジェクト」

にも協賛しています。 

 さて、令和６年度の支部活動につきましては、新たに会員拡大交流委員会を設置し、会員の増

強に努めるとともに会員交流会を１１月１３日に開催しました。第一部 山中竹春市長の講演会、第

二部は会員懇親会とし、山中市長を始め、平原副市長、鈴木横浜市会議長、関係各所の皆様を

お招きして開催する事が出来ました。 

要望活動としては、会員各社が抱える課題や要望について、横浜市会主要会派、横浜市関係

部局、機関に対し対面による機会を設けました。 

また、浅野工学専門学校の現場見学会を開催。建設業の魅力を子供たちに伝えている横浜建

設業青年会への協賛。  会員企業及び役員・従業員への横浜支部表彰、横浜市優良工事表彰

受賞者に対する顕彰、県協会表彰、全建表彰、横浜商工会議所優良産業人表彰の推薦。能登半

島地震被災地水道復旧派遣事業社に対する顕彰。横浜建設業協会と合同の新年賀詞交歓会を

実施しました。 この他、会員の親睦と研修を兼ねた「横浜支部トップセミナーIN 滋賀・近江」、など

多彩な行事を実施する事が出来ました。 

 当支部の長年の課題である会員の増強につきましては、「会員拡大交流委員会」を設置して会員

拡大に努めた結果、令和５年度末の７９社から９社増加 1 社退会して、令和６年度末に８７社となり

ました。 
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第 1 横浜市並びに横浜市会に対する要望活動 

１． 令和７年度横浜市予算編成に係る要望 

横浜市会 公明党       6月 14日 

自民党       6月 18日 

  

  ２．横浜市関係部局等との意見交換会 

横浜市建築保全公社     4月 17日 

横浜市 財政局契約部     6月 20日 

横浜市 建築局            7月 8日 

横浜市 技監・財政局ファシリティマネジメント推進室 7月 8日 

横浜市 道路局         7月 25日 

 

 ［要望事項］ 

「建設業の魅力を内外にアピール、働き方改革を通して、若者に選ばれる 

    建設業を目指します。」     

１． 公共事業予算確保     

２． 建設業時間外労働上限規制と働き方改革   

３． 横浜市立工業高校設置について 

４． 夏期、猛暑時の工事について 

５． 契約議案の見直しについて 

６． 総合評価方式、審査項目 市内企業の活用について 

７． 建設業法に沿った発注促進について 

８． 機能優先の設計採用について 

９． 花博工事への対応について 

１０． 総合評価方式の開札について 

１１． PPP/PFIの取り組みについて 

１２． 入札制度の改革について 

１３． 補助金事業も予算増額をについて 

１４． 受注機会の均等化・取りぬけ制度について 

１５． 配置技術者の緩和について 

１６． 工事成績の評価基準について 

１７． 工事のスムーズな着工と適切な工期延伸 

１８． 建設業時間外労働上限規制実施の課題について 

１９． 工事設計価格の設計単価に採用する単価について 

２０． 適正利潤の確保について 

２１． 入札制度(最高請負実績金額)について     
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第２ 横浜市長(平原副市長)   

実施日 9月 2日 

場 所 横浜市会棟 

    ［要望項目］ 

１． 建設現場環境整備について 

 

 

第３ 横浜市関係各局との意見交換・事業説明 

道路局との意見交換会 

実施日 7月 25日 

場  所 ロイヤルホールヨコハマ 

 

契約部契約第一課との意見交換会 

実施日 11月 19日 

場  所 建設会館 311号会議室 

 

 

第４ 担い手育成 

１． 浅野工学専門学校生徒現場見学会について 

実施日 11月 25日 

参加者 建築工学科 1 クラス 27名、建築設計デザイン科 2 クラス 53名、教諭 4名 

見学現場  

１） 「(仮称）横浜旭いこいの里」新築工事 

施工会社：工藤建設㈱ 

２） 横浜市中央卸売市場本場青果部施設整備工事(第 2工区建築工事） 

施工会社：渡辺・根本共同企業体 

３） 臨海部施設見学 

みなとみらい地区車窓、横浜港シンボルタワーベイブリッジを通って帰校 

        

２．横浜建設業青年会事業協賛 

横浜建設業青年会は、代々次世代育成や社会貢献活動に率先して取り組まれ、特に小

中学生の子供たちに出前授業やモノづくり体験を通して建設業の魅力、感動を伝えて、

将来の建設業の担い手育成にご尽力頂いていることに心から感謝するとともに、今後とも

この活動を継続、発展されることを願い協賛 

実施日  10月 17日 

場 所  建設会館 311号室 

贈 呈  横浜建設業青年会 会長 恒川淳仁 

         協賛金 20万円贈呈 
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３．はまっ子防災プロジェクト協賛 

「はまっ子防災プロジェクト」は、横浜市内の中学生が分かりやすく防災を学ぶこと 

を目指した教育プロジェクト     

 横浜支部として趣旨に賛同し協賛 

協賛額 20万円     

 

第５ 建設業生産性向上事業 

１．横浜支部トップセミナー 

日本各地の名所旧跡を訪れ、歴史的建造物やその土地の風物や自然に触れ、見識を

より深めるとともに、経営トップ相互の懇談等を通じて会員相互の親睦を深めるとともに建

設業について各社の課題や体験談など本音の話が弾んだ 

実施日 12月 7日・8日 

訪問地 滋賀県・近江路       

参加者 33名 

 

第６ 防災活動 

     横浜建設業防災作業隊として活動 

１．令和６年度横浜市総合防災訓練 

実施日 9月 29日 

場 所  長坂谷公園 

出席者 支部長 

             

    ２．令和６年度即時出動訓練 

         実施日 9月 25日 

会 場  神奈川県建設会館 5階 横浜建設業協会会議室 

         協会本部訓練 各対象施設との情報受伝達 

 

３．横浜市防災会議 

実施日 2月 2日オンライン開催 

議 事 横浜市防災計画の修正 

  

第７ 会員交流 

１． 横浜支部会員懇親会  

実施日 11月 13日  

会 場  ローズホテル横浜 

出席者 129名 （来賓 47名、会員 82名） 

第一部 山中市長講演 

第二部 懇親会 
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２． 令和７年賀詞交換会 

実施日 1月 10日 

会 場  ロイヤルホールヨコハマ 

主 催  (一社)横浜建設業協会と合同開催 

出席者 285名（来賓 91名、会員 194名） 

 

第８ 会員表彰 

１． 一般社団法人神奈川県建設業協会横浜支部表彰 

受賞者  優良会員表彰   1社 

      優良役員表彰   3名 

優良従業員表彰 35名 

表彰式 5月 17日 

会 場 建設会館 2階講堂 

 

２． 一般社団法人神奈川県建設業協会表彰 

受賞者  優良役員表彰    2名 

   優良従業員表彰  22名 

表彰式 5月 21日 

 

３． 横浜市優良工事施工会社表彰顕彰 

土木部門  9社 

建築部門  6社 

         

４． 推薦 

ア. 令和６年度全建表彰  優良役員表彰   3名 

     優良従業員表彰 7名 

イ.横浜商工会議所優良産業人表彰     16名 

   

第９ 総会・理事会・執行部会・常置委員会 

１． 通常総会 

実施日 5月 17日 

会 場 建設会館 2階講堂 

１ 支部長挨拶 来賓紹介・祝辞 

来 賓 横浜市建築局長・道路局長・神奈川県建設業協会長・ 

横浜建設業協会長・神奈川県鉄筋業協同組合理事長・ 

神奈川県型枠工事業組合理事長 

２ 議 題 

  第 1号議案 令和 5年度事業報告について 
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  第 2号議案 令和 5年度収支決算報告について 

  [決算監査報告] 

  第 3号議案 令和 6年度事業計画案について 

  第 4号議案 令和 6年度収支予算案について 

  第 5号議案 任期満了に伴う役員改選について 

 

２.理事会 

定例理事会年６回開催 役員会構成メンバー(理事 21名・監事 2名) 

総会付議事項(予算決算等)審議、支部新規業務、事業の決定 

防災訓練、行政等との意見交換会、懇談会  

各種表彰推薦、支部表彰受賞者承認   

関係行政機関との協議、連絡調整   

支部主要事業の計画決定、主要事業報告 

会員入退会の決定    

関係団体との交流促進、事業協賛、支援に関すること 他  

 

・理事会開催状況     

第１回理事会  4月 25日 

令和 6年度通常総会、役員改選、会員の入会、市予算に対する要

望について 

報告事項 

副市長への要望、コンクリート圧送業における働き方改革、建築

保全公社運営事業計画、建築局長への要望、建築保全公社への要

望、会員交流会、令和 6年度横浜市予算編成に係る要望への回答

について 

 臨時理事会  4月 12日 1社会員の入会について 書面審議 

臨時理事会  5月 7日 1社会員の入会について 書面審議 

臨時理事会  6月 17日 1社会員の入会について 書面審議 

臨時理事会  6月 27日 1社会員の入会について 書面審議 

第２回理事会  7月 17日 

委員会新設、トップセミナー、横浜市総合防災訓練、即時出動訓

練事前打ち合わせについて 

報告事項 

会員の入会、市道路利用者会議理事会・総会、市予算編成に関す

る要望、道路局へ予算編成に関する要望、GREEN×EXPO2027開催

1000日前記者発表、YOPP公民グループ対話について 

第３回理事会  10月 17日 
市長講演並びに横浜支部会員交流会、財政局契約第一課との意見

交換会、浅野工学専門学校生徒現場見学会、トップセミナー、建
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築士会横浜支部創立 30周年事業協賛について 

報告事項 

アンケート調査結果、公共施設事業調整室総合評価落札方式の変

更について説明、横浜商工会議所優良産業人表彰候補者の推薦、

副市長への要望、市住宅供給公社優良事業者表彰、市防災訓練、

市住宅リフォーム協議会解散、市優良事業者表彰式、市道路利用

者会議、市建築保全公社表彰、市違反建築物等対策連絡会、企業

人権啓発講演について 

第４回理事会  12月 19日 

新年賀詞交換会開催について 

報告事項 

防疫措置対応に係る説明会及び相模原市で発生した豚熱の防疫

措置対応等についての意見交換会、市優良工事表彰、市道路利用

者会議、市長講演会並びに会員交流会、財政局契約第一課との意

見交換会、浅野工学専門学校生徒現場見学会、市建築保全公社優

良工事表彰、企業人権啓発講演会、市違反建築物等対策連絡会、

トップセミナー、CON・活 2025後援について 

臨時理事会  2月 12日 2社会員の入会について 書面審議 

 

第５回理事会  3月 13日 

 

 

令和 7年度全建表彰並びに協会表彰、横浜支部表彰、横浜支部賛

助会制度設置、新規入会・退会、アンケート調査、トップセミナ

ー、市建築保全公社予算説明について 

報告事項 

個人情報取扱特器事項等の運用、当支部要望に対する市中間回

答、土木工事書類スリム化ガイド、横建協との分担金、市公共事

業予算説明、優良産業人表彰、CON・活報告について 

 

３．執行部会  

執行部会年 9回開催  正副支部長、各委員会委員長 定数 11名で構成 

理事会審議事項の事前協議（予算案、決算書の作成、調整） 

新規事業の企画案作成・懸案事項協議   

経常業務執行状況確認、事務連絡その他   

 

・執行部会開催状況    

第１回  4月 16日  

通常総会、役員改選、支部表彰式、会員の入会、市予算に対

する要望について 

報告事項 

副市長への要望、建築保全公社運営事業計画、建築局への要

望、建築保全公社への要望、会員交流会、予算要望に対する

横浜市最終回答について 
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第２回   6月 20日  

執行体制、予算要望について 

報告事項 

会員の入会、市総合防災訓練、横浜開港記念式典、市環境保

全協議会通常総会、浅野工学専門学校特別講座、予算編成に

対する要望、市建築士事務所協会定時総会について 

第３回   7月 17日 

委員会新設、トップセミナー、市総合防災訓練実施、即時出動

訓練事前打ち合わせについて 

報告事項 

会員の入会、市道路利用者会議理事会、市予算編成に対する意

見要望、市道路局への予算要望、GREEN×EXPO2027開催 1000日

前記者発表、YOOP公民グループ対話について 

第４回  9月 19日 

市防災訓練、会員懇親会、浅野工学専門学校現場見学会、トッ

プセミナー、アンケート調査結果について 

報告事項 

市公共事業調整室総合評価落札方式の変更、横浜商工会議所優

良産業人表彰候補者の推薦、副市長への要望、市住宅供給公社

優良事業社表彰、市住宅リフォーム協議会解散、市優良事業者

表彰式について 

第５回  10月 17日 

講演会並びに会員交流会市財政局契約第一課との意見交換会、

浅野工学専門学校生徒現場見学会、トップセミナーについて 

報告事項 

市道路利用者会議、市建築保全公社優良工事表彰、市違反建築

物等対策連絡会、企業人権啓発講演会について 

第６回   11月 12日 

講演会並びに会員交流会、防疫措置対応に係る説明会及び相模

原市で発生した豚熱の防疫措置の対応等について 

報告事項 

市優良工事表彰、市道路利用者会議、市財政局契約第一課との

意見交換会、防災訓練の実施、浅野工学専門学校生徒現場見学

会、市建築保全公社優良工事表彰、企業人権啓発講演会、市違

反建築物等対策連絡会、トップセミナー、総合防災訓練お礼に

ついて 

第７回   12月 19日 

新年賀詞交換会、CON・活 2027後援依頼について 

報告事項 

市長講演会並びに会員交流会、市財政局契約第一課との意見交

換会、神建協防災訓練、浅野工学専門学校生徒現場見学会、市

建築保全公社優良工事表彰、企業人権啓発講演会、市違反建築

物等対策連絡会、トップセミナーについて 

第８回    2月 13日 全国建設業協会並びに神奈川県建設業協会表彰・横浜支部表彰、
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支部賛助会制度設置、トップセミナー、アンケート調査、会員

の入会・退会について 

報告事項 

支部要望に対する中間回答、土木工事書類スリム化ガイド、新

年賀詞交換会、市予算説明会、横浜商工会議所優良産業人表彰、

CON・活後援について 

第９回    3月 13日  

令和 7 年度支部表彰、新規入会・退会、トップセミナー、アン

ケート調査について 

報告事項 

個人情報取扱特記事項等の運用、横建協との経費分担、市建築

保全公社令和 7年度予算説明、CON・活報告について 

 

４. 各委員会     

（1） 総務委員会     

  第 1回総務委員会      4月 10日 

 1社入会について   書面審議 

    第 2回総務委員会      4月 23日 

1社入会について   書面審議 

第 3回総務委員会      4月 26日 

2社入会について   書面審議 

第 4回総務委員会      5月 30日 

1社入会について   書面審議 

第 5回総務委員会      6月 11日 

1社入会について   書面審議 

第 6回総務委員会      6月 25日 

1社入会について   書面審議 

第 7回総務委員会      7月 31日 

   横浜商工会議所優良産業人表彰候補者選考 書面審議 

第 8回総務委員会     2月 4日 

全建表彰候補者選考 書面審議 

第 9回総務委員会      2月 6日 

2社入会について   書面審議 

第 10回総務委員会    2月 14日 

 協会表彰候補者選考 書面審議 

第 11回総務委員会    2月 26日 

   １社入会について 書面審議 

第 12回総務委員会    3月 10日 

 支部表彰候補者選考 書面審議 
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第 13回総務委員会    3月 18日 

   １社入会について 書面審議 

 

会員の状況  令和 6年度会員数 

（令和 5年度末会員数                   79社） 

    令和 6年度当初会員数              79社 

令和 6年度中の退会           1社 

令和 6年度中の入会                 9社 

令和 6年度末会員数          87社 

令和 7年度当初会員数(5社増)      92社 
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令和７年度事業計画 

令和７年度の経済見通しについて４月に公表された日銀短観（企業短期経済観測調査）では、

大企業の製造業の景気判断を示す指標は、アメリカの関税政策への懸念を反映して、４期ぶりに

悪化へと転じました。 

特に鉄鋼やアルミを使った建設資機材の高騰が続いており、今後建設資機材全般へ波及して、建

設資機材のさらなる高騰に加え、資機材の入手難、工期延長、ひいては建設コストの大幅な上昇

が懸念されています。 

こうした状況の中、政府の令和 6 年度公共事業予算は６兆８５８億円（前年度比３０億円増）が計

上され、横浜市は施設等整備等予算４,４５１億円（前年度比１９１億円増）、神奈川県は公共土木

関係予算１,３９５億円（１２６億円増）となりました。 

地域建設業はインフラの整備を通じて地域の経済や雇用を支えるとともに、自然災害への防災・

減災、被害発生時には、最前線で復旧支援活動など、地域の安全・安心を守る大きな社会的役割

を担っています。そして社会インフラは一度整備したら終わりにはなりません。直近でもインフラの

老朽化による災害発生もありましたが、定期的なメンテナンスや老朽化への対応など将来に備えて

途切れることなく見守っていく必要があります。 

昨年から始まった「時間外労働の上限規制につきましては、提出書類の削減、デジタル化、発注

時期の平準化、情報機器の導入など横浜市のご支援、ご協力を得ながら着実に進めています。今

年度は工事請負契約の電子契約全面移行、ASP 発注者指定型導入配置技術者現場代理人の配

置要件緩和など働き方改革を前に進めていきたいと思います。 

また、横浜支部の活動基盤を、増強するため、会員企業１００社を目指すと共に新たに、賛助会

員制度を設けました。建設業を取り巻く関連企業へ当支部の賛助会員となっていただき当支部活

動への理解協力の輪を広げてまいります。 

 今年度に入り、中東での戦闘が続く中、アメリカの高関税施策が、世界経済に大きな打撃を与え

ています。自動車を始め、国内産業に与える影響は計り知れないものがあります。 

 このような情勢の中、横浜支部は来年（令和８年度）創立７０周年を迎えようとしています。１９５６年

（昭和３１年）５月横浜支部が誕生した当時の経済白書には、「もはや戦後ではない」と宣言されまし

た。日本が戦後復興期から高度成長期へと歩を進める節目の年でした。 

横浜支部創立時の「会員企業の向上発展と親睦を図り公共の福祉に寄与する」との理念をもって

われわれ地域建設業が地域の守り手として、また地域振興にお役に立てますよう魅力有る建設業、

誰からも頼りにされ、選ばれる建設業を目指して、会員企業一丸となって努めて参ります。 
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[ 横浜支部目標 ] 

◎ 全体目標・共通事項     

・横浜支部経営基盤安定     

会員企業経営基盤安定のため公共事業確保要望 

時間外労働規制に係る働き方改革等支援 

週休 2日制、IＣＴ化推進支援施策 

 

・防災対策     

横浜市総合防災訓練・即時出動訓練・道路局震災対策訓練、他   

（横浜建設業防災作業隊として参加） 

神奈川県防災対策、各種感染対策への協力 

   

◎ 委員会別目的・所管業務 

〇 総務委員会 

 会員の入退会 

 理事会 執行部会の開催 

 会員企業及び従業員の表彰 

 優良事業表彰受賞者顕彰 

 

〇 建築委員会  

 入札・契約・発注に関する要望 

 関係部局関係機関との意見交換 

 違反建築対策委員会等関係会議への出席 

 

〇 土木委員会 

 入札・契約・発注に関する要望 

 関係局関係機関との意見交換  

 道路、土木関係協議会への出席 

 

〇 企画委員会  

 トップセミナー 

 新規事業の企画 

 広報・ホームページ更新 

 

〇 新世代育成委委員会 

 担い手育成確保 

 工業高校等現場見学会・インターンシップ・ 出前授業 

横浜建設業青年会支援 
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〇 会員拡大交流委員会 

 新規会員増強促進 

賛助会員入会促進 

 会員交流会の開催 

 

[ 主な事業活動 ] 

第１ 公共事業の安定的・持続的な予算確保とその円滑な施工 

公共事業の継続的かつ安定的な拡充と地域建設業の発展のため、国、県及び横浜市、 

関係機関、団体等に対して、以下の項目について要望活動を実施してまいります。 

① 公共事業の安定的確保、事業費の増額 

② 発注時期の平準化、適正工期、工事経費率の改善 

③ 建設技術者・技能労働者が安心して働き、将来を託せるために必要な賃金水準を

反映した設計単価の改善 

 

第２ 担い手確保と育成 

若者の人材確保を促進するために建築関係教育機関の現場見学会の開催、インター

ンシップの積極的受入れ、出前授業の開催、横浜建設業青年会活動支援等を実施し

ます。 

一人でも多くの若者に建設業への関心を高め、魅力を知ってもらうことにより、若者の入

職促進を図り、また就職後の定着を促進するため、ホームページ、業界誌を活用した

PR活動を行います 

 

第３ 会員企業の経営基盤強化 

地域建設業の将来を見据えた経営戦略と最新情報について、トップレベルの意見交換

ができる機会を積極的に作ります。 

(1) 横浜支部トップセミナー 

ア. 経営トップの情報交換会 

イ. 新規政策の周知、研修の実施 

 

第４ 防災組織体制の整備、活動 

(1)「横浜建設業防災作業隊」による地域防災体制の充実及び訓練への参加 

    ８月（予定）に開催される横浜市総合防災訓練に参加 

(2) 横浜市公共施設に係わる震災時応急措置体制の整備及び訓練への参加 

(3) 横浜市と締結した「がけ崩れ災害に係る応急措置等に関する協定」に基づく応急

措置への協力  

(4) 神奈川県と神奈川県建設業協会が締結した「公共建築物に係る地震時」の点検等

の協力に関する協定」に基づく応急点検への協力 
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第５ 情報機能の強化 

（1） 行政関係など諸情報の的確・迅速な伝達 

（2） 建設業生産性向上、ICT関連情報の収集と普及 

（3） 神奈川県建設記者会等のマスコミを通じて支部活動をＰＲ 

  （4） ホームページによる活動案内、行政情報の提供 

 

第６ 関係機関・団体等との交流促進 

(1) 横浜市建築局、道路局、都市整備局、財政局公共施設・事業調整室 

契約部等関係局等との意見交換、要望により制度の見直し、働き方改革等諸課題

の解決に努めます。 

(2)  (一社)神奈川県建設業協会、（一社）横浜建設業協会等との交流を促進します。 

     新年賀詞交換会、横浜市総合防災訓練、横浜市即時出動訓練(震災時) 

(3) 横浜市建築関係協議会への参加、協力 

横浜市防災会議、横浜市違反建築等対策連絡会議、横浜市道路利用者協議会、

横浜市環境保全推進協議会等の理事及び委員として活動に協力します。 

 

第７ 表彰 

(1)  （一社）神奈川県建設業協会横浜支部表彰の実施 

(2)  各種表彰候補者の推薦 

     全建表彰、協会表彰、優良事業者表彰（商工会議所） 

 

第８ 委員会活動 

総務委員会、建築委員会、土木委員会、企画委員会、新世代育成委員会、    

会員拡大交流委員会を設置 

会員はいずれかの委員会に所属し、委員会毎、テーマごと分担を決め活動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          


